
 

 

 

● 日 時  ：7 月 13 日 ( 日 )10：00 ～ 14：30
● 集 合  ：午前 10 時　生命の星 ･ 地球博物館入り口前 
● 内 容  ：講義 ( 箱根の地形・地質・関東大震災の状況
と復興 ･ 早雲山地滑り砂防工事） →博物館を出発 ( 石
丁場等見学 ･ 自然観察）→ 石垣一夜城歴史公園→東海
道線早川駅で解散
●参加費 ： 1 人 200 円 ( 資料代 ･ 保険代を含む）
●募集人数 ： 30 人　　●服装  :  帽子、履きなれた靴
●持ち物 ： 筆記用具、弁当、飲み物、雨具等
●申込み： 参加者全員の氏名、住所、電話番号を記入し、
                      ①メールか②ハガキで。（7 月 10 日必着）　
① office@kyoikushizen.com  
② 240-0112　神奈川県三浦郡葉山町堀内 1874   町立
図書館内  NPO 法人葉山まちづくり協会事務局気付　
教育自然学研究会   

山のワークショップ
箱根の自然と石垣山

一夜城の歴史にふれる

市町村のまちづくりはどうあるべきか？とくに自然環
境の保全と開発のバランスはどうあるべきなのか？現
状と課題について勉強します。
●講   師：伊藤 泰志氏　生態系保全施策分野の専門家   

                 　　富士通エフ ･ アイ ･ ピー ( 株 )   

●ｺｰﾃ ｨ゙ﾈｰﾀｰ：田中章氏     東京都市大学環境学部教授

●日  時：7 月 26 日 ( 土 ) 14：00 ～ 16：00( 受付 13：30 より )

●場　所：葉山町立図書館 2 階ホール  
●参加費：500 円
●申込み：葉山まちづくり協会
　　　　    ☎ 046-876-0421　　
　　　　     E ﾒｰﾙ：office@hayama-npo.or.jp

『まちづくり条例の
 　　　　　　問題と課題』

　まちづくりと環境保全を学ぶ

自然ふれあい楽校 サマースクール 2014

4夏は早起きしなくちゃもったいない！ 葉山まちづくり協会

展示と同日のイベント

別日程のイベント

夏をもっと楽しくするイベント

～地域で仕事と経済を廻す～
会場：町立図書館 2 階ホール　予約不要

緊急時に対応するためのセルフディフェンス教室
会場：一色海岸と海の家「一色ロイヤルビーチ」

人が入らなくなった森を気持ちのいい場所に開墾してる実例を見て回る。
会場：めぐりの森～周辺の雑木林を歩きます

歌のための初心者ボイストレーニング。体操と基礎練習を体験します。
会場：葉山町福祉文化会館　練習室

笠原商店前庚申塔→長運寺→御霊神社→仙光院→長江一族の墓→福厳寺
( コース変更の場合あり）　集合：長柄交差点バス停

6 月 29 日 ( 日 ) 10：00 ～ 12：00
フォーラム「葉山の Vision を考えよう」

7 月 7 日 ( 月 ) 13：00 ～ 15：00
ボイストレーニング体験レッスン

7 月 13 日 ( 日 ) 10：00 ～ 12：00    予備日 7 月 20 日（日）

雑木林を ASOBU

7 月 19 日 ( 土 ) 9：30 ～ 12：00
長柄地区文化財めぐり

7 月 21 日 ( 月・祝 ) 海の日 10：00 ～ 12：00
海辺の安全教室 - 自分の身は自分で守ろう -

7 月 4 日 ( 金 ) ～ 6 日 ( 日 ) 10：00 ～ 16：00
極楽は馬の背にあり

葉山町民限定「無料馬のオーナー募集中」１ヶ月間限定。
会場：湘南国際村近くの「まみあな牧場」

パネルに詩文を貼りだし、講師により説明・指導を行う。
会場：葉山町福祉文化会館

82 歳の前衛芸術家と 62 歳の妻の赤裸々なニューヨーク生活のドキュ
メンタリー。テリー伊藤や桃井かおりも大笑い。
場所：葉山町福祉文化会館大ホール

倒木の処理や樹木の名札付け、林道植物を案内付きで見て歩くなど。
会場：森戸川林道

7 月 6 日 ( 日 ) 11：00 ～ 12：00、  14：00 ～ 15：00
詩吟体験講座　

7 月 6 日 ( 日 ) 13：30 開場　14：00 開演
映画会「キューティ & ボクサー」

7 月 6 日 ( 日 ) 9：00 ～ 14：00
森戸川　学んで 護って 楽しんで

2014 年 7 月 プ  ロ  グ  ラ  ム 対  象 参加費

1,000 円

500 円

会  場

19 日 ( 土 )
13：30 ～ 16：00

20 日 ( 日 )
10：10 ～ 15：00

21 日 ( 祝 )
10：10 ～ 14：30

22 日 ( 火 )
10：10 ～ 14：30

①第 3 回  三浦半島 森づくりフォーラム
報告「めぐりの森の生物多様性・外来生物を考える
講演「市民がまもる生物多様性」
会場ディスカッション「めぐりの森の森づくり」を考える

②環境カウンセラー養成支援講座

③野原と小川の自然観察会

④森の自然観察会

中学生以上
 　50 人

湘南国際村                   
センター

湘南国際村                   
めぐりの森

※環境活動実践者
   　　10 人

こども～大人
         20 人
こども～大人
         20 人

●参加申込み方法
郵便番号、住所、氏名 ( ﾌﾘｶﾞﾅ）、
年 齢、 電 話 番 号・FAX 番 号 と 参
加希望プログラム（複数可 ) を明
記し、往復ハガキ、FAX、E メー
ルで下記へ。
〒 240-0105
横須賀市秋谷 4575-2 野崎方
三浦半島「自然ふれあい楽校」

FAX：046-857-8636
E ﾒｰﾙ：miurafureai@gmail.com

●受付期間
6 月 20 日～ 7 月 15 日※環境活動実践者：環境活動等に 3 年以上 ( 程度 ) 関わった経験者（問合せ：090-5499-0831 高橋）

※各プログラムの詳細（時間割、雨天対応、持ち物、集合場所、交通案内）は受講決定とともにお知らせします

三浦半島の真ん中に自然

ふれあいの森をつくろう！

第 14 回 

葉山まちづくり展
～葉山で学ぶ・楽しむ・守る～

日時：7月 4日 (金 )～ 6日 (日 )

　　　10 時～ 17 時 ( 最終日は 16 時まで )

場所：葉山町福祉文化会館・大会議室

いよいよ夏本番！熱中症に気をつけよう！ 葉山まちづくり協会1

②湘南ひらつか花火大会
見どころは豪華スターマイン！
8/22( 金 )19:30 ～ 20:30
会場：湘南潮来 ( 相模川河口 )

⑦横須賀市西地区納涼花火大会
普段入ることができない自衛隊
駐屯地から眺める花火はいかが？
8/30( 土 )19:30 ～ 20:00〈予定〉
会場 : 陸上自衛隊武山駐屯地

④ふじさわ江の島花火大会
直径約500mもの大輪の華を見ることが
できるのは湘南の海岸ではココだけ！
10/18( 土 )18:00 ～ 18:45〈予定〉
会場 : 片瀬海岸西浜

③サザンビーチちがさき花火大会
海面を彩る水中孔雀や多彩な演出で
楽しませてくれる。
8/2( 土 )19:30 ～ 20:20
会場 : サザンビーチちがさき

⑤鎌倉花火大会
名物は水中花火！今年も必見！
7/23( 水 )19:20 ～ 20:10
会場：由比ヶ浜海岸、材木座海岸

⑥葉山海岸花火大会
スターマインなど約1000発が打ち
上げられる。地元の花火を堪能しよう。
7/24( 木 )19:30 ～ 20:15
会場：森戸海岸、一色海岸

①なぎさの祭典 ｢夏 !! 大磯 !! 祭 !!｣
花火の前にはサマーコンサートも♪
夏の熱い夜を楽しもう！
7/26( 土 )20:30 から
会場：大磯港内県営駐車場

スターマインって？
いくつもの花火を短時間に連
続して打ち上げる方法。使用
する花火の種類によって何通
りもの組み合わせが楽しめて
観客を盛り上げてくれる花形
プログラムである。

花火講座

花火講座

　　日本で最初に花火を
　　　　　　見たのはあの有名な!!
紀元前 3 世紀、中国で火薬のもととなる
硝石が発明されたのが起源とされている
花火。日本では1613年に徳川家康が駿府
城で花火見物をしたのが最初とされてい
た。しかし、それ以前の1589年に伊達政
宗が花火を楽しんだという記録がのちに
発見されたとか…。

夏の季語いくつ読めたかな？
浴衣 ( ゆかた )、団扇 ( うちわ )
心太 ( ところてん )、紫陽花 ( あじさい )
百日紅 ( さるすべり )、蜥蜴 ( とかげ )
水母 ( くらげ )、孑孑 ( ぼうふら )
胡瓜 ( きゅうり )、
馬鈴薯の花 ( じゃがいものはな )

茅ヶ崎市平塚市

大磯町

江ノ島

鎌倉市藤沢市

葉山町

横須賀市

① ②
③

④

⑤

⑥

⑦

葉山まちづくり協会　  検   索

2014 年 6 月 25 日発行  第 19 号
NPO法人葉山まちづくり協会

〒240-0112   三浦郡葉山町堀内1874
葉山町立図書館 2 階

　   TEL&FAX 046-876-0421
e-mail : office@hayama-npo.or.jp

夏
が
来
た
。
夏
は
楽
し
い
。

浴
衣
、
団
扇
、
心
太
、
紫
陽
花
、
百
日
紅
、

蜥
蜴
、
水
母
、
孑
孑
、
胡
瓜
、
馬
鈴
薯
の
花
、

夏
に
ち
な
む
言
葉
を
並
べ
て
み
る
と
楽
し
い
。

で
も
夏
と
い
え
ば
祭
り
、
そ
し
て
花
火
!!

み
ん
な
で
楽
し
め
る
各
地
で
人
気
の

湘
南
の
花
火
大
会
を
紹
介
し
よ
う
。

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
!!

※ まちづくり展交流イベントの詳細や申し込み先は
　  協会ホームページ または まちづくり展チラシで。          

参加費無料！
詳細は別チラシで



葉山の情報満載！　　　　　       葉山まちづくり協会3 葉山は山、海、楽しめます！ 2 葉山まちづくり協会

　

名
店
が
始
め
る
新
し
い
事
は
ユ
ニ
ー
ク
だ
。

「
菊
水
亭
」
は
葉
山
に
住
む
誰
も
が
知
る
名
店

レ
ス
ト
ラ
ン
。
創
業
は
一
九
一
〇
年
で
「
い
つ

の
時
代
も
ど
の
世
代
の
方
々
に
も
居
心
地
の
良

い
空
間
づ
く
り
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
伝
統
を
守

り
、
ま
た
新
し
い
も
の
を
取
り
入
れ
営
業
し
て

き
た
。
そ
の
菊
水
亭
が
始
め
た
新
し
い
こ
と
が

「
菊き
く
す
い
ら
く
ざ

水
楽
座
」
。
毎
月
第
三
水
曜
日
に
開
催
し

て
い
る
月
1
回
の
バ
ザ
ー

ル
。
手
づ
く
り
雑
貨
の
販

売
（
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
・

ニ
ッ
ト
作
品
・
レ
ザ
ー
小

物
な
ど
）
か
ら
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
ギ
フ
ト
を
作
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
多
種

類
の
商
品
が
並
ん
で
い
る
。
も
ち
ろ
ん
菊
水

亭
の
喫
茶
メ
ニ
ュ
ー
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

バ
ザ
ー
ル
を
楽
し
む
こ
と
も
で
き
る
。

「
菊
水
楽
座
」
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
オ
ー

ナ
ー
の
高
木
さ
ん
が
「
平
日
の
葉
山
で
何
か

イ
ベ
ン
ト
を
」
と
発
想
し
た
こ
と
か
ら
。
町

民
だ
け
で
な
く
町
外
か
ら
の
観
光
客
も
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
し
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
で
積

極
的
に
情
報
を
公
開
し
て
い
る
。
客
足
も
上
々

で
、
趣
あ
る
店
内
で
会
話
や
お
茶
を
楽
し
み
な

が
ら
心
地
よ
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
る
。

　
二
〇
一
三
年
三
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
葉
山

自
転
車
市
場
」
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ビ
ン
テ
ー
ジ

自
転
車
を
商
品
と
し
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各

国
か
ら
集
め
ら
れ
た
自
転
車
は
、
店
内

に
常
時
三
〇
台
ほ
ど
並
べ
ら
れ
て
い
る
。

金
額
は
八
万
～
百
二
十
万
円
と
さ
ま
ざ

ま
。
一
番
古
い
も
の
は
一
九
三
〇
年
代

も
の
。
ど
こ
か
懐
か
し
さ
を
感
じ
る
よ

う
な
、
で
も
そ
れ
だ
け
時
間
を
経
て
い

る
よ
う
に
は
見
え
な
い
と
て
も
き
れ
い

で
お
し
ゃ
れ
な
自
転
車
で
あ
る
。
ビ
ン

テ
ー
ジ
の
自
転
車
を
扱
う
お
店
は
な
か

な
か
な
い
そ
う
で
希
少
な
自
転
車
を
求

め
て
遠
方
よ
り
自
転
車
好
き
が
集
ま
る
。

自
転
車
は
百
年
前
か
ら
部
品
が
変
わ
ら

ず
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
・
修
理
に
必
要
な
部

品
に
は
困
ら
な
い
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
い
つ
ま
で
も
乗
り
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
。
オ
ー
ナ
ー
の
門

脇
さ
ん
は
葉
山
出
身
。
ご
実
家

は
元
町
で
花
屋
を
経
営
し
て
い

る
と
い
う
生
粋
の
葉
山
っ
子
。

自
転
車
好
き
が
高
じ
て
そ
の
ま

ま
お
店
を
開
く
こ
と
に
な
っ
た

と
の
こ
と
だ
。

　
一
色
の
小
高
い
丘
に
あ
る
住
宅
地
パ
ー
ク
ド

葉
山
四
季
の
自
治
会
に
は
ち
ょ
っ
と
素
敵
な
交

流
の
場
「
サ
ロ
ン
四
季
」
が
あ
る
。
何
が
素
敵

か
と
聞
か
れ
た
ら
「
全
部
」
と
答
え
た
い
。
仲

間
づ
く
り
の
場
と
し
て
の
存
在
、
内
容
、
ま
た

そ
れ
を
企
画
・
運
営
す
る
人
た
ち
の
取
り
組
み

と
心
根
な
ど
。

「
サ
ロ
ン
四
季
」
の
代
表
野
村
さ
ん
は    

二
〇
一
二
年
に
当
番
制
の
理
事
会
役
員
を
引
き

受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
が
、
こ
れ
が
サ
ロ

ン
の
始
ま
り
。

　

初
め
て
出
席
し
た
理
事
会
で
民
生
委
員
か

ら
、
地
域
で
か
か
わ
り
合
う
場
が
な
い
こ
と
を

不
満
に
感
じ
て
い
る
住
民
が
い
る
の
で
「
サ
ロ

ン
が
作
れ
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
話
が
持
ち
込
ま

れ
た
。
自
治
会
で
も
か
ね
て
か
ら
高
齢
者
の
閉

じ
こ
も
り
や
孤
立
化
が
心
配
さ
れ
て
お
り
、
ま

た
か
つ
て
は
自
治
会
で
も
親
睦
会
が
行
わ
れ
て

い
た
時
期
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
な
ら
ば
「
外

に
出
る
き
っ
か
け
」
を
作
っ
て
地
域
の
人
間
関

係
を
つ
な
ご
う
と
「
サ
ロ
ン
四
季
」
を
立
ち
上

げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
立
ち
上
げ
に
際
し
て
野

村
さ
ん
は
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
話
し
合
い
や

事
務
作
業
を
担
い
、
サ
ロ
ン
作
り
の
骨
組
み
を

整
え
た
。　

　

サ
ロ
ン
は
現
在
野
村
さ
ん
と
民
生
委
員
を
含

め
た
6
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
企
画
・
運
営
し

て
い
る
。
内
容
は
、
30
分
間
の
体
操
の
あ
と
講

座
を
受
講
、
そ
し
て
昼
食
。
講
座
は
さ
ま
ざ
ま

な
ジ
ャ
ン
ル
で
音
楽
、
手
工
芸
、
体
操
な
ど
毎

回
異
な
る
。

　

サ
ロ
ン
を
立
ち
上
げ
る
際
に
野
村
さ
ん
た
ち

が
大
事
に
し
た
の
は
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
人

に
参
加
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
参
加
す
る
人
が

負
担
を
感
じ
な
い
、
そ
し
て
無
理
強
い
を
し
な

い
誘
い
方
で
呼
び
か
け
る
こ
と
。
講
座
の
テ
ー

マ
を
幅
広
い
分
野
で
企
画
す
る
の
も
そ
の
た
め

で
、
前
回
の
講
座
は
興
味
が
な
か
っ
た
け
れ
ど

こ
れ
な
ら
参
加
し
て
み
よ
う
か
な
、
と
そ
の
都

度
、機
会
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
配
慮
し
て
い
る
。

「
い
ろ
い
ろ
な
講
座
を
用
意
す
る
こ
と
で
参
加

す
る
人
が
、
新
し
い
こ
と
に
触
れ
苦
手
意
識
を

払
し
ょ
く
し
た
り
、
そ
こ
か
ら
会
話
や
気
づ

き
、
話
題
が
広
が
る
こ
と
が
刺
激
に
な
っ
て
、

孤
立
し
て
い
な
い
と
思
え
る
楽
し
み
や
人
に
会

う
楽
し
み
、
身
ぎ
れ
い
に
し
て
出
か
け
る
楽
し

み
を
感
じ
て
も
ら
い
た
い
」
と
野
村
さ
ん
は
話

す
。

　

ま
た
、
昼
食
も
お
弁
当
を
注
文
し
て
用
意
す

る
が
必
ず
し
も
み
ん
な
と
一
緒
に
食
べ
な
く
て

も
い
い
。
サ
ロ
ン
に
は
参
加
す
る
け
れ
ど
お
昼

は
自
宅
で
待
つ
家
族
と
一
緒
に
食
べ
た
い
と
い

う
人
に
は
、
家
族
の
分
も
注
文
し
持
ち
帰
る
こ

と
も
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。　

　

東
京
に
あ
る
目
黒
星
美
学
園
中
学
高
等
学

校
・
生
物
部
の
生
徒
た
ち
は
２
年
前
か
ら
夏
休

み
に
な
る
と
葉
山
で
合
宿
を
行
う
。
森
戸
川
の

生
物
の
種
類
や
生
息
数
を
調
査
し
て
ま
と
め
た

も
の
を
文
化
祭
で
発
表
す
る
た
め
だ
。
調
査
は

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
罠
を
作
り
川
に
沈
め
て
み
た

り
、
自
作
の
網
を
使
っ
た
り
す
る
。
こ
の
川
を

選
ん
だ
理
由
は
、
上
流
か
ら
下
流
ま
で
歩
け
る

距
離
で
あ
る
こ
と
と
、
川
が
綺
麗
で
東
京
で
は

な
か
な
か
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
生
物
が
た
く

さ
ん
い
て
調
査
の
し
が
い
が
あ
る
た
め
。

　

森
戸
川
は
二
子
山
東
側
の
森
を
水
源
と
し
、

葉
山
町
桜
山
大
山
の
山
合
い
に
そ
っ
て
流
れ

（
上
流
域
）、
町
北
部
の
長
柄(

中
流
域)

か
ら

堀
内
の
市
街
地
（
下
流
域
）
を
経
て
、
森
戸
海

岸(

汽
水
域)

へ
と
つ
づ
く
６
ｋ
ｍ
ほ
ど
の
河

川
で
あ
る
。

　

上
流
域
を
歩
い
て
み
よ
う
。
大
山
の
集
落
を

川
沿
い
に
少
し
登
る
と
車
止
め
の
ゲ
ー
ト
が
あ

り
、
そ
こ
か
ら
先
は
林
道
と
な
る
。
川
の
せ
せ

ら
ぎ
に
耳
を
澄
ま
せ
な
が
ら
歩
く
と
カ
ワ
セ

ミ
・
キ
セ
キ
レ
イ
な
ど
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
、

オ
オ
ル
リ
・
サ
ン
コ
ウ
チ
ョ
ウ
な
ど
の
珍
し
い

野
鳥
た
ち
に
出
会
う
こ
と
も
あ
る
。
水
中
に
は

オ
イ
カ
ワ
・
ス
ジ
エ
ビ
な
ど
の
水
中
生
物
、
ト

ン
ボ
な
ど
水
辺
の
昆
虫
、
ウ
サ
ギ
や
モ
グ
ラ
な

ど
の
小
動
物
も
姿
を
見
せ
る
。
６
月
に
は
ホ
タ

ル
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
上
流
域
は
生
き
も

の
の
豊
か
さ
を
身
近
に
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る

場
所
で
あ
り
、
ハ
イ
カ
ー
や
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ

チ
ャ
ー
に
と
っ
て
も
、
そ
の
生
命
を
存
分
に
感

じ
な
が
ら
散
策
を
楽
し
む
穴
場
と
も
い
え
る
だ

ろ
う
。

　

女
子
学
生
た
ち
は
葉
山
町
を
都
会
と
比
べ
静

か
で
落
ち
着
き
が
あ
る
町
で
あ
り
、
森
戸
川
は

安
全
か
つ
清
潔
で
あ
る
印
象
を
受
け
た
そ
う

だ
。
そ
し
て
森
戸
川
の
魅
力
は
、
住
宅
街
に
面

し
て
い
る
川
で
そ
の
周
囲
は
開
発
も
進
ん
で
い

る
な
か
、
川
に
ゴ
ミ
が
少
な
く
自
然
が
保
存
さ

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
と
言
う
。
な
ぜ
、
川
に

ゴ
ミ
が
少
な
く
自
然
が
保
存
さ
れ
て
い
る
の

か
、
森
戸
川
が
魅
力
的
な
存
在
で
あ
る
の
に
は

そ
の
美
し
さ
を
守
ろ
う
と
し
て
い
る
人
々
が
い

る
こ
と
を
知
る
。

　

次
回
は
中
流
か
ら
下
流
に
か
け
て
、
生
息
す

る
生
物
を
追
い
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
森
戸
川
の

魅
力
を
探
っ
て
み
る
。

　
　
　
　

　
　
　

ご近所で聴ける
フルートコンサート

森戸川上流域の空気は美味しい！

皆で一緒に身体を動かそう！
ラフターヨガ（笑いヨガ）の会

色とりどりの紙を重ねて作る
トランスパレントスターの会

葉山町堀内 993 の 3
046-875-0046

葉山町堀内 389
090-6516-1882
5 月よりレンタサイクル
やってます !

オーナーの
　高木さん

　

住
民
の
中
に
は
芸
術
文
化
や
趣
味
に
技
や
セ

ン
ス
を
も
っ
た
人
が
多
く
、
サ
ロ
ン
で
は
そ
の

よ
う
な
人
た
ち
に
講
師
や
演
奏
披
露
な
ど
を
頼

ん
で
き
た
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
も
地
域
住
民
同

士
の
出
会
い
と
な
り
新
し
い
人
間
関
係
を
作
る

き
っ
か
け
に
な
る
。

　

孤
立
し
が
ち
な
高
齢
者
が
み
ず
か
ら
外
へ
出

て
人
間
関
係
を
作
っ
て
い
く
こ
と
、
人
と
出
会

う
楽
し
み
を
感
じ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
い
、
そ

の
き
っ
か
け
づ
く
り
の
た
め
に
サ
ロ
ン
の
運
営

を
先
導
し
て
き
た
野
村
さ
ん
は
今
年
度
い
っ
ぱ

い
で
代
表
を
退
く
と
い
う
。「
ゆ
く
ゆ
く
は
こ

の
サ
ロ
ン
を
き
っ
か
け
に
、
高
齢
者
が
自
分
た

ち
で
企
画
し
て
作
っ
て
い
く
新
し
い
サ
ー
ク
ル

が
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
る
」。

　

そ
う
夢
を
語
る
野
村
さ
ん
に
、
家
事
や
育
児

に
多
忙
な
中
で
ご
苦
労
も
あ
る
の
で
は
と
尋
ね

る
と
こ
う
答
え
て
く
れ
た
。

  「
大
変
な
こ
と
も
あ
る
け
れ
ど
、
楽
し
い
！

サ
ロ
ン
の
運
営
に
携
わ
る
こ
と
で
地
域
の
こ
と

を
知
り
、
ま
た
た
く
さ
ん
の
人
と
知
り
合
う
こ

と
が
で
き
た
。
人
と
出
会
え
る
こ
と
、
そ
れ
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
報
酬
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

野
村
さ
ん
の
や
わ
ら
か
な
笑
顔
と
心
に
響
く

言
葉
に
、
取
材
に
伺
っ
た
日
は
強
い
雨
が
降
る

日
だ
っ
た
が
雨
の
し
ず
く
の
一
粒
一
粒
さ
え
も

キ
ラ
キ
ラ
と
輝
い
て
い
た
。　
（
取
材
・
増
岡
貴
子
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

オーナーの
　門脇さん
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